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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

持
続
可
能
な
開
発
目
標)

が
こ
こ
数
年
、
世
界
を
賑
わ
せ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
は
二
千
十
五
年
に
国
連
総
会
に
て
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
十

七
の
目
標
か
ら
な
っ
て
い
る
。
目
標
は
二
千
二
十
三
年
を
目
途
に
達
成
す
べ
き
と
さ

れ
て
い
る
。
現
在
お
お
よ
そ
半
分
の
期
間
が
過
ぎ
、
残
す
と
こ
ろ
あ
と
六
年
だ
。
ア

メ
リ
カ
の
持
続
可
能
な
開
発
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
二
千
二
十

三
年
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
日
本
は
百
六
十
六
か
国
二
十
一
位
だ
っ
た
。

二
千
十
七
年
度
の
十
一
位
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に
順
位
を
落
と
し
、
最
も
順
位
が
低
い

年
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
、 

十
七
目
標
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
目
標
を
達
成
し
て
お
り
、
残
る
課
題
は
十
四
目

標
だ
。
課
題
は
山
積
み
だ
が
、
希
望
も
あ
る
。
十
七
番
目
の
目
標
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う
」
に
つ
い
て
は
二
千
二
十
二
年
度
は
最
も
評
価
の
低
い

深
刻
な
課
題
か
ら
一
段
階
改
善
し
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
は
細
か
い
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
私
は
十
七
番

に
紐
づ
け
ら
れ
た
「
課
税
及
び
徴
税
能
力
向
上
の
た
め
、
発
展
途
上
国
へ
の
国
際
的

な
支
援
な
ど
を
通
し
て
、
国
内
資
源
の
動
員
を
強
化
す
る
」
に
注
目
し
た
。
日
本
に

暮
ら
す
私
に
と
っ
て
課
税
や
徴
税
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
、
税
金
が
上
下
水
道
・
鉄

道
・
道
路
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
か
ら
教
育
・
医
療
の
整
備
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に

疑
問
を
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

小
学
生
の
頃
、
東
京
に
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
。
二
十
三
時
過
ぎ
の
出
来
事
で
帰

宅
が
困
難
に
な
る
人
も
い
た
が
、
大
き
な
被
害
や
混
乱
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
出
来

事
で
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
東
京
都
内
で
二
十
三
箇
所
の
水
道
管
破
裂
・

漏
水
し
た
出
来
事
だ
。
当
日
夜
は
破
裂
し
た
水
道
管
か
ら
道
路
に
水
が
あ
ふ
れ
る
映

像
が
何
度
も
報
道
さ
れ
、
設
備
の
老
朽
化
な
ど
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
翌

日
の
朝
六
時
に
は
す
べ
て
の
水
道
管
の
修
理
が
完
了
し
て
い
た
の
だ
。
私
は
、
日
本

人
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
重
視
す
る
感
覚
が
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
う
れ
し
か
っ
た
。 

日
本
は
戦
後
、
経
済
的
に
急
成
長
を
遂
げ
、
か
つ
て
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
経
済
大

国
と
な
っ
た
が
、
現
在
は
少
子
化
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
あ
り
、
伸
び

悩
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
は
各
家
庭
の
所
得
格
差
が
過
去
最
大
と
な
っ
た
と
い
う
ネ
ッ

ト
ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
を
見
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
が
緩
和
さ
れ
て
、

人
々
の
活
動
が
本
格
的
に
な
る
と
、
そ
こ
に
は
新
た
な
格
差
や
世
代
間
の
分
断
が
生

ま
れ
や
す
く
な
っ
て
い
く
。 

今
こ
そ
税
金
を
通
し
て
人
々
に
お
金
の
再
分
配
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
老
朽
化
し

た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
再
整
備
や
高
齢
者
、
子
供
、
障
碍
者
に
対
す
る
社
会
保
障
制
度

充
実
を
図
る
べ
き
だ
。
税
金
は
皆
が
使
う
も
の
に
使
っ
て
こ
そ
、
本
当
に
価
値
が
あ

る
使
い
方
だ
。
そ
れ
ら
は
貧
困
に
苦
し
む
人
々
を
助
け
る
こ
と
に
な
り
、
戦
後
社
会

か
ら
の
復
興
を
果
た
し
た
時
と
同
じ
よ
う
に
日
本
を
も
う
一
度
強
い
国
へ
と
成
長
さ

せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
う
。 
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